方が ぐずぐずで、 襟元が はだけ てるので、 汚い ぼろ を 

まとって るのより は 却って、 猥ら ないやら しさが ある 

おれが 〔# 「 おれが」 は 底本で は 「おれが 匕 復員して 

きて、 赤 木 を 頼って やって来た 時、 彼女 は、 焦点の き 

まらない ような 眼 を、 おれの 方に じっと 向けた。 視力 

のこ もらぬ その 眼 付と、 頰 から 頸筋へ かけた 皮膚の だ 

だ 白 さに、 おれ は、 魚の 肌に でも 触れる ような 感じ を 

受けた。 赤 木の 妻の 嘉代 さんが、 「仲 本の 新 治さん じ や 

ないか、 挨拶 をなさい、」 と 促す と、 彼女 はに やりと 笑つ 

て、 「こんち は、」 と 言った。 千代 はいった い 幾 歳な の 

かしら、 二十歳 ほどで もあろう かと、 おれ は 突然 考え 



て も、 この おれ を 無視して いるの だ。 おれば かりで は 

ない。 店に 来る 客た ち を もそう だし、 赤 木 を もそう だ _ 

日常、 赤 木の 言う こと やおれ の 言う こと を、 彼女 は殆 

んど 耳に 入れない かの ようで ある。 ただ ふしぎに も、 

嘉代さ ん の 言う ， J と に はよ く 従う。 

一 見した ところ、 千代の 薄野呂 は、 脳膜炎の 結果 か 

とも 見える し、 遺伝 梅毒の それ かと も 見える し、 其 他 

の 悪疾の それ かと も 見える。 嘉 代さん の 注意で、 彼女 

はそう 不潔で はなく、 臓 脂 色 系統の 衣類 を まとって い 

るが、 そのため 却ってな にか 疾患 的 不気味 さ を 感じさ 

せる。 そういう 彼女が いる この 店に、 多くの 人が 飲食 



おれ は 気持が 引っくり返った。 冷酒 を あおって、 そ 

の コップ を 土間に 叩きつ けて、 微塵に 砕いて やった。 

それでも おれ は胆を 落着け て、 駆け出し はしな かつ 

た。 ゆっくり 坂 を 上って 行った。 坂 を 上りき つた 左手 

の 方、 神社の 境内に、 数 株の 桜の 台木が、 満開す ぎの 

花 をつ けて いる。 少し かすんだ 陽光が 大気 中に 漲って 

いて、 花 はへんに 造花の ような 趣きが ある。 

坂に 通ず る 大道から わきに それて、 おれ は 桜の 方へ 

やって 行った。 神社の 境内の 彼方に は 人家が あるが、 

こちら 側 はすべ て 焼け跡で、 人の 姿 も 殆んど 見られな 

ヽ o 

レ 



底本： 「豊島 与 志 雄 著作 集 第 四 巻 (小説 w)」 未来 社 

1965 (昭和^) 年 6 月お 日 第 ー 刷 発行 

初出 ： 「風雪」 

1948 (昭和^) 年 4 月 

※底本 は、 物 を 数える 際 や 地名な どに 用いる 「ケ」 (区 

点 番号 5-86) を、 大振りに つくって います。 

入力 .. 

校正 ： 門 田裕志 
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